
【様式１】                                   令和 4 年度 

 団体名 

南城市教育委員会生涯学習課 

 連絡先   

TEL  ：098-917-5369 

Eメール：syougai@city.nanjo.okinawa.jp 

 

 １ 実践事項（ ③ ） 

          タイトル：「南城市の社会教育事業」 

 

 ２ 実践内容 

① 公式 LINEを活用した若い世代のボランティア確保と連携 

② 地域人材を活用したスポーツ教室の実施 

③ 新型コロナの影響により中止となった海外短期留学に代わる県内ホームステイ事業 

 

 ３ 説明資料 

① 公式 LINEの活用について 

 地域学校協働活動においては、玉城地区、知念地区、佐敷地区、大里地区にあるそれぞれのボラ

ンティア団体と学生ボランティアが地域コーディネーターと連携し学校支援を行っている。また、

若い世代がボランティアに参加しやすいよう公式 LINEアカウントを活用して連携を図っています。 

 

 

 



 



 

② 地域人材を活用したスポーツ教室 

【野球教室】 

南城市出身の独立リーグ出身者や甲子園出場者を講師として市内の中学生を対象に野球教室を 

実施しました。参加した中学生は技術や知識だけではなく、野球をするうえでの心得や精神面も 

学んだ様子でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野球教室の様子【南城市ホームページ】 

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/nanjo-diary/1635405905/ 

 

 

 

 

【陸上教室】 

南城市青少年育成市民会議が共催した陸上教室は、10 月 11 日に黄金森陸上競技場（南風原町）、13

日と 19日に南城市陸上競技場で開かれ、地区陸上大会に出場する市内の小学生が参加。全国大会で実績

を残した南城市出身の講師が、種目別に基本動作など丁寧に指導しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上教室の様子【南城市ホームページ】 

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/nanjo-diary/1668418776/ 

 

 



③ 県内ホームステイ事業 

    南城市では、毎年アメリカ合衆国へ中高生を派遣する海外短期留学事業を実施していますが、近

年は新型コロナウイルスの影響により海外へ渡航することができないため、代替事業として県内の

ホストファミリー宅にてホームステイを行う「まちなか留学」を実施しています。この事業を通し

て、英語学習の意欲を向上させ、異文化理解と国際社会に適応する能力、資質の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 ４ 成果 

① 学校支援ボランティアの高齢化が課題とされていた中、公式 LINEを活用し若い世代のボランティア

参加が増えて、数多くの大学生が地域学校協働活動に参画し始めています。 

 

 

② 地域の人材がスポーツを通して、これまで培ってきた技術や知識を地域の子どもたちへ還元し、学

びのサイクルを実践することができた。 

 

③ 新型コロナウイルスの影響で、数多くの事業が中止となる中、学びの機会を止めないよう「まちな

か留学」を実施し、英語学習や異文化体験の機会を創出することができた。 

 

 

 

 ５ 課題 

① 地域学校協働活動の課題としては、地域から学校への活動と共に、学校から地域への活動も実践で

きるようコーディネーターを中心に学校と地域課題を把握し、課題解決につながるよう取り組んで

いきたい。また、その活動がコミュニティスクールへつながるよう緩やかなネットワークづくりに

尽力したいきたい。 

 

② スポーツを通した学びのサイクルを実践することができたことを好事例にし、その他文化活動や語

学学習など幅広い分野で地域人材を活かした活動へ繋げていきたい。 

 

③ 南城市では海外短期留学や ESL キャンプなど英語や国際交流など学習機会の提供を行ってきたが、

そこで学んだ子どもたちが将来的にその経験やスキルを地域に還元できるような道筋を作っていく

ことが課題である。 

 

 

 

 


